
 

 

 

 

 

《中学校グループの試用：自己紹介をつくろう》 

今回は、Gpro 中学校グループで取り組まれた課題の中から、「自己紹介をつくろう」について紹

介します。Gpro 中学校グループでは、教師役と生徒役を決め、Google クラスルームに「Gpro_test 

class_1」という試用クラスをつくりました。そこで「自己紹介」をつくる課題に取り組みました。<図１> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Google クラスルームでは、課

題に対してルーブリックを設定

し、評価規準を生徒と共有するこ

とができます。今回は、スライドに

文字を打ち込み、静止画・動画・

音声データなどを挿入することを

目的としているので、データの種

類や数で差異をつけています。

また、受け手を意識して惹きつけ

る内容になっているかどうかを

「魅力的な」という表現で差異をつけています。<図２> 
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<図２>課題のルーブリック 
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実際に、それぞれの学校の端末から、スライドを共同作業で作成しました。クラウド上にデータが

あるので、作業時間や作業場所が異なっていても、一つのスライドを作成することができます。 

提出後は、教師役がルーブリックに従って評価を行いました。評価は、ルーブリックを選択してい

く形で行います。結果を表計算ソフトで閲覧できる形式で出力することもできます。 

生徒役の委員は、写真等を埋め込んだスライドの作成を通して、Google スライドの使い方、共同

作業の体験をすることができました。<図３> 

 

教室で生徒が取り組む様子が思い浮かぶ課題でした。 

 

次回も、Gsuite を活用した取組について紹介していきます。 

<図３>作成した課題（一部） 


